
1．編成概要

2．主な事業

新型コロナウイルス感染症対策事業

❶地域経済対策
（１）

（２）

（３）

（４）

➋教育・子育て環境の充実
（１）

（２）

（３）

❸感染拡大の防止
（１）

（２）

（３）

その他の事業

❹農業・畜産業の振興

❺防災・減災対策

❻都市基盤・交通基盤の整備

3．補正予算の規模 4． 議案等

（単位：千円） ○予算案 1 件

○条例案 7 件

％ ○事件案 4 件

％ ○人事案 2 件

％ （計 14 件）

％ ○報告 17 件

2,345,817
20％プレミアム付き飲食券の発行や電子マネーの付与などによる消費喚起 600,000
創業3年以内の個人事業主等への現金給付 200,000

令和２年6月定例会補正予算等の概要

　新型コロナウイルス対策が長期化する中では、引き続き感染拡大の防止を徹底し、感染の第2波を警戒し
ながら、影響を受けた市民生活や地域経済の回復に向けて施策を力強く推し進める必要がある。
　そこで今回の補正予算では、❶地域経済対策、➋教育・子育て環境の充実、❸感染拡大の防止を3本の柱
とし、本市独自の取組を中心に、国の補正予算も活用し、更に対策を進める。
　また、❹農業・畜産業の振興や❺防災・減災対策の推進のほか、❻都市基盤・交通基盤の整備など、
国・県の補助金などを有効に活用し、引き続き公約や総合計画の将来都市像の実現に向けた諸施策にも取
り組む。

　まず、❶外出自粛等の影響を受けている飲食店を支援するため、プレミアム付きの飲食券の発行や電子
マネーの付与などによる消費喚起を行う。また、創業3年以内の個人事業主等や営農の継続が困難な農業者
に現金給付を行う。さらに、中小企業等への無利子融資枠を拡充するほか、国の雇用調整助成金の増額や
対象者の増加に対応するため、本市の補助を増額する。
　また、➋経済的に学業の継続が困難な学生のために新たな貸与型の奨学金を設ける。加えて、緊急時等
にも子どもの学びを保障できる教育環境を早期に実現するため、小中学校のICT環境整備を前倒しで進め
る。さらに、認可外の保育施設が、登園を自粛した保護者の保育料を減免した場合に支援するとともに、
国による臨時特別給付金を児童扶養手当の受給世帯等に給付する。
　次に、❸感染防止対策に取り組む公共交通事業者を支援するとともに、学校での衛生環境を向上するた
め、次亜塩素酸水の生成装置を小中学校に分散して設置する。また、公園トイレの手洗い場に液体石けん
等を整備するほか、児童クラブの衛生用品の購入を引き続き支援する。
　このほか、❹平成30年7月の豪雨災害から復旧した果樹農業者の生産力強化に必要な施設整備の支援など
農業・畜産業の振興や、❺民間の高齢者施設が非常用自家発電設備等を整備する費用の補助など防災・減
災対策を推進する。
　さらに、❻松山圏域の中心都市の玄関口にふさわしい魅力あるまちの実現に向け、JR松山駅周辺の土地
区画整理事業を着実に進めるなど、都市基盤・交通基盤の整備を推し進める。
　加えて、開設後20年を経過する坊っちゃんスタジアムで、改修が必要となっているスコアボードの設計
委託等を行うとともに、松山南学校給食共同調理場などの民間委託に係る業務について、債務負担行為を
設定する。

（単位：千円）

3,666,722

経済的に学業の継続が困難な学生への奨学資金貸与 190,056
認可外保育施設の利用料減免の支援 25,349

無利子融資枠の更なる拡充 1,420,800
農業の継続を支援するための現金給付 41,600

1,204,452

小中学校への次亜塩素酸水生成装置の設置 24,621
公園トイレの手洗い場への液体石けん等の整備 11,452

児童扶養手当受給世帯等への臨時特別給付金 830,340

116,453
感染防止対策に取り組む公共交通事業者への支援 20,280

区分 ６月補正額 累計 対前年同期伸率

662,584

64,808

167,591

一般会計 4,329,306 247,285,724 33.77

特別会計 134,089,660 1.63

381,344

公債管理特別会計 16,931,500

合計 4,329,306 446,816,984

企業会計 48,510,100 △ 0.82

計 4,329,306 429,885,484 17.55
－

－－

－


